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アフリカにおける新型コロナウイルス感染症対策の現状と課題 

武内進一 
 
１．感染拡大と政策対応 
 現状で感染爆発とはいえない（5/5LM）。しかし増加傾向（5/19LM） 
 多くの国が早い段階から厳格な措置を講じた 

 ルワンダ、南ア、ウガンダ 
 厳格な措置 

 戒厳令、発砲による射殺 
 幾つかの例外 

 ブルンジ、タンザニア、ベナン 
 患者数増大中だが、移動制限の緩和 

 患者数が取り組みの真剣度を表す場合も（南ア FT5/25） 
 
２．経済への影響 
 複合的かつ甚大 

 原油価格 
 送金、移民労働者送還 
 インフォーマル経済 
 サバクトビバッタ 
 食料輸入 

 
３．支援策 
 アフリカ支援の必要性 

 マクロン（4/13 演説） 
 何を、どこに支援するか 

 何を：医薬品、マクロ経済支援 
 どこに：アフリカ各国、WHO・Africa-CDC 

 中国 
 ジャック・マー、企業主体。医療、医薬品中心（5/21LM） 
 中国の支援への反応（ナイジェリア 4/9LM） 

 WB、IMF、G20、EU 
 債務削減 

 
 



４．課題 
 評価できる点は多い（4/30FT） 

 南ア（5/5FT）、ルワンダ（5/5NT）の実績 
 重点対応地域 

 スラム、難民キャンプ 
 医療不信 

 「白人の病気」（5/8、17LM）、ラジョエリナ大統領 
 アフリカ人主体の医療システム構築の必要性＝各国のガバナンス、プライマリケア 
  →南アの検査体制に見る可能性 

 政治への波及 
 マリ西部の暴動（LM5/15） 

 他の感染症、医療への悪影響 
 HIV/AIDS、マラリア（5/10FT、5/20LM） 

 国際政治 
 WHO と Africa-CDC 
 米中対立 
 People’s Vaccine（知的所有権）（AC5/14） 

 アフター・コロナ 
 グローバリゼーションと国家の役割 
 産業配置の再編成（アジアからアフリカへの流れ。5/12LM） 
 農村開発の重要性 
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